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昨
年
十
一
月
に
第
一
回
学
年
幹
事
会

を
開
催
し
、
来
年
度
の
総
会
と
懇
親
会

の
も
ち
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
昭
和
三
十
五
年
卒
の
方

か
ら
「
か
つ
て
は
母
校
の
音
楽
室
な
ど

を
借
り
て
開
催
し
て
い
た
。
そ
の
後
は

市
民
会
館
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
が
、

会
場
設
営
な
ど
大
変
だ
っ
た
。
そ
う
し

た
苦
労
も
重
ね
な
が
ら
ホ
テ
ル
を
会
場

と
し
て
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
か
つ
て
の

先
輩
方
の
歩
み
を
あ
ま
り
知
ら
ず
に
お

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
と
、
同

窓
会
に
保
管
さ
れ
て
い
た
昭
和
四
十
二

年
発
行
か
ら
の
「
同
窓
」
を
読
み
返
し

ま
し
た
。「
総
会
・
懇
親
会
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
」「
母
校
支
援
も
含
め

た
周
年
行
事
を
」
な
ど
、
活
動
に
関
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
熱
い
思
い
を

紙
面
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
先
輩
の
お
一
人
と
話
を
す
る
な
か

で
、
次
の
よ
う
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
新
し
い
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
変
え
る
べ
き

を
変
え
て
い
く
こ
と
に
た
め
ら
い
は
い

ら
な
い
。
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
誰
も

が
参
加
し
や
す
い
か
た
ち
を
模
索
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
だ
と
。

　
そ
の
言
葉
に
、
背
中
を
力
強
く
押
し

て
い
た
だ
い
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
次

回
の
総
会
に
向
け
て
は
、
学
年
幹
事
の

方
々
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

当
番
学
年
に
あ
た
る
皆
様
に
は
、
こ
の

会
報
に
お
知
ら
せ
と
振
込
用
紙
を
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
後
の
懇
親
会
は
同
窓

生
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聴
き
な
が
ら

の
茶
話
会
と
し
て
交
流
を
深
め
る
場
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
会
を
め
ざ
し
て

「
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る
同
窓
会
」

「
互
い
に
高
め
合
う
同
窓
会
」
を
合
い

言
葉
に
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
各
支
部
の
皆
様
は

じ
め
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
助
力

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
方
に
、
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
し
い
世
代
へ
の
バ
ト
ン
を

同
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会
会
長　
藤　
田　
美
智
子　

（
昭
和
47
年
卒
）

「県警のイベントに賛助出演した合唱部（後段２列）」「県警のイベントに賛助出演した合唱部（後段２列）」

発　　　行
福　島　県　立
橘高等学校同窓会
（福島女子高等学校同窓会）

発　行　人
藤　田　美智子

発　行　所
福島市宮下町7‒41

会　員　数
39,890 名
（2025.3 現在）

母校創立 127年



同　　　　　窓 2025年（令和７年）３月１日　（ 2 ）第 75号

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
本
校

の
教
育
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
総
会
等
の
折
り
に
触
れ
て
、
創
立

百
二
十
七
年
の
歴
史
の
重
み
と
皆
様
の
母

校
へ
の
溢
れ
る
愛
情
と
大
き
な
期
待
を
い
つ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
橘
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
三
万
九
千
有
余
名
の
優
秀
な
人
材
を
輩

出
し
て
参
り
ま
し
た
。
本
校
に
学
ん
だ
同
窓
生
は
、
地
元
福
島
は
も
と

よ
り
全
国
各
地
各
界
で
広
く
活
躍
さ
れ
、
社
会
の
繁
栄
と
発
展
に
大
き

な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
福
島
県
教
育
庁
に
教
育
総
務
課
と
い
う

部
署
が
あ
り
ま
す
が
、
課
長
は
歴
代
、
文
部
科
学
省
か
ら
出
向
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
度
か
ら
は
、
橘
三
期
生
で
あ
る
柾
木
渉
さ
ん
が

課
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。十
一
月
に
一
年
生
対
象
の
進
路
行
事「
キ

ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
柾
木
課
長
を
講
師
と
し
て

招
聘
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
柾
木
課
長

は
、
元
々
の
教
員
志
望
か
ら
文
科
省
に
入
省
し
て
官
僚
に
な
ら
れ
た
経

緯
や
、
高
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
話

し
さ
れ
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
大
い
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
柾
木

課
長
を
始
め
、
各
界
の
第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
る
同
窓
生
の
皆
様
の
存

在
は
、
本
校
に
と
っ
て
の
大
き
な
誇
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
本
校
は
、
県
立
高
等
学
校
普
通
科
に
お
け
る
特
色
あ
る
コ

ー
ス
制
と
し
て
、
令
和
四
年
度
か
ら
「
教
育
コ
ー
ス
」
と
「
保
健
・
医

療
コ
ー
ス
」
の
二
つ
の
コ
ー
ス
が
立
ち
上
が
り
、
今
年
度
で
三
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
将
来
、
教
員
や
医
療
従
事
者
を
目
指
す
生
徒
が
多
く
い

ま
す
。
そ
し
て
現
在
本
校
に
は
、
福
女
と
橘
の
卒
業
生
で
あ
る
教
職
員

が
数
多
く
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
身
近
に
目
標

と
な
る
先
輩
が
い
る
の
は
大
き
な
励
み
で
あ
り
、
先
輩
た
ち
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
学
業
や
部
活
動
等
に
日
々
全
力
で
取
り
組
み
、
光
り

輝
く
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
活
躍
を
縁
の
下
で
支

え
な
が
ら
、
校
訓
「
自
主
・
自
律
・
自
立
」
の
精
神
を
兼
ね
備
え
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
本
校
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
す
。
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
麗
し
き
同
窓
の
絆

校
長　
菊
池　
直
之　

第３回「橘セミナー」のご案内
演　題　「和菓子の愉しみ」
講　師　菅野翔太郎さん（平成20年卒、福島市在住）
　　　　松屋清風庵　四代目
日　時　令和７年10月８日㈬
　　　　午後１時30分～午後３時
場　所　橘高校 同窓会館 大会議室
定　員　40名（７月末まで先着順）
参加費　500円当日持参（和菓子付き）

　参加ご希望の方は往復はがきに、氏名・卒年・
住所・電話番号・「橘セミナー参加希望」と記入 
の上、下記宛にお送りください。

〒960-8011　福島市宮下町7-41
　　　　　　　橘高校同窓会宛

　
令
和
六
年
九
月
十
日
㈫

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

同
窓
会
館
で
第
二
回
橘
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
昭
和
五
十
七

年
卒
の
、
神
経
内
科
医
師

渡
邉
多
佳
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、「
認
知
症
は
神

様
か
ら
の
贈
り
物
」
と
の

演
題
で
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
の
高
齢

化
社
会
の
中
で
、
認
知
症

が
増
え
て
い
る
状
況
で
、

と
て
も
興
味
深
い
講
演
で

し
た
。
参
加
し
た
四
十
名

の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う

感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

第２回 橘セミナー開催第２回 橘セミナー開催

講師講師　渡邉多佳子　渡邉多佳子さんさん

　

昨
年
十
二
月
十
五
日
、「
日
本
民

俗
音
楽
学
会
第
三
十
七
回
出
雲
大

会
」
に
お
い
て
、
学
会
顧
問
の
小
島

美
子
先
生
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

名
誉
教
授
・
昭
20
卒
）
が
、「
神
い

ま
す
出
雲
の
神
楽
」
と
題
し
基
調
講

演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
先
生
が
長
年
に
わ
た
っ
て

収
集
さ
れ
て
き
た
研
究
資
料
が
福
島

市
内
の
施
設
に
搬
入
さ
れ
、
今
後
は

一
般
公
開
を
め
ざ
し
て
の
整
理
が
な

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
昨
年
七
月
十
一
日
、
安
積
黎
明
高

等
学
校
同
窓
会
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
藤
田
弘

子
会
長
と
副
会
長
の
安
藤
み
な
子
さ

ん
、
津
野
千
賀
子
さ
ん
が
温
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
り
、
同
窓
会
館
に
お
い

て
、
和
や
か
な
交
流
の
時
間
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
安
積
黎
明
高
校
同
窓
会
の「
総
会
」

は
毎
年
六
月
に
学
年
幹
事
の
出
席
の

も
と
行
わ
れ
、
八
月
に
「
安
積
花
か

つ
み
会
総
集
会
」
を
開
催
し
、
会
員

相
互
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
こ
と
や

同
窓
会
の
組
織
、活
動
協
力
金
な
ど
、

大
変
参
考
に
な
る
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
本
会
か
ら
は
、
藤
田
美
智
子
会
長

と
副
会
長
の
桂
聡
子
、
樫
村
恵
子
が

参
加
し
ま
し
た
。

日
本
民
俗
音
楽
学
会
で
基
調
講
演

日
本
民
俗
音
楽
学
会
で
基
調
講
演

他
校
同
窓
会
訪
問

他
校
同
窓
会
訪
問

　
　
　
　

　
　
　
　
　　
～
安
積
黎
明
高
校
同
窓
会
へ
～

～
安
積
黎
明
高
校
同
窓
会
へ
～

基調講演をされる小島先生

安積黎明高校同窓会の皆さんと

認知症は認知症は
　神様からの贈り物　神様からの贈り物
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令
和
六
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
六
月
十
五
日
午
前
十
一

時
か
ら
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
福
島
に
お
い
て
、
来
賓
に
菊
池

直
之
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
支
部

代
表
と
評
議
員
、
４
の
つ
く

学
年
一
九
五
名
が
出
席
し
、

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
、
今
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
あ

た
り
、
新
役
員
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

会　
長　

藤　
田　
美
智
子
（
昭
和
47
年
卒
）

副
会
長　

桂　
　
　
聡　
子
（
昭
和
51
年
卒
）

　
〃　
　

樫　
村　
恵　
子
（
昭
和
53
年
卒
）

　
〃　
　

佐　
藤　
玲　
子
（
昭
和
51
年
卒
）

監　
査　

齋　
藤　
千
代
子
（
昭
和
40
年
卒
）

　
〃　
　

佐　
藤　
恵　
子
（
昭
和
49
年
卒
）

会　
計　

千　
葉　
喜
久
子
（
昭
和
48
年
卒
）

　
〃　
　

原　
田　
純　
子
（
昭
和
58
年
卒
）

書　
記　

大　
竹　
惠　
理
（
昭
和
46
年
卒
）

　
〃　
　

鈴　
木　
ひ
ろ
み
（
昭
和
53
年
卒
）

新新 員員役役 紹紹 介介月
日

事　
　
　
　
業

令
和
６
年

４
３
会
計
監
査
・
第
１
回
役
員
会
・
評
議
員
会

４
24
第
２
回
評
議
員
会
及
び
第
２
回
学
年
幹
事
会

（
４
の
つ
く
学
年
）

５
15
第
３
回
評
議
員
会
及
び
第
３
回
学
年
幹
事
会

５
29
第
４
回
評
議
員
会
及
び
第
４
回
学
年
幹
事
会

６
15
令
和
６
年
度
同
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会

７
３
第
２
回
役
員
会
及
び
第
５
回
評
議
員
会

７
24
母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

７
30
母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

９
10
第
２
回
橘
セ
ミ
ナ
ー

10
２
第
３
回
役
員
会
及
び
第
６
回
評
議
員
会

11
13
第
１
回
学
年
幹
事
会（
５
の
つ
く
学
年
）

令
和
７
年

２
５
第
４
回
役
員
会

２
28
新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
歓
迎
式

３
１
会
報
「
同
窓
」
第
75
号
発
行

■令和６年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計予算書
収入金額　2,448,324円 自　令和６年４月１日
支出金額　2,448,324円 至　令和７年３月31日

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 1,820,000 1,820,000 0 同窓会費6,500円×280名
雑　収　入 10,000 10,000 0 利息・寄付金
繰　越　金 618,324 548,244 70,080
合　　計 2,448,324 2,378,244 70,080

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 20,000 10,000 10,000 役員会評議員会等会議費
総　会　費 140,000 70,000 70,000 総会要項等
助　成　費 800,000 800,000 0 全国大会出場助成、看板、卒業記念品、講演会
慶　弔　費 150,000 100,000 50,000 慶弔・支部総会祝金等
通　信　費 30,000 40,000 △10,000 切手・はがき代等
旅　　　費 80,000 60,000 20,000 支部総会等旅費
事　務　費 520,000 550,000 △30,000 事務用品・事務作業手当等

維　持　費 560,000 560,000 0 セミナーハウス維持管理費
280名×2,000円

積　立　金 120,000 120,000 0
予　備　費 28,324 68,244 △39,920
合　　計 2,448,324 2,378,244 70,080

（執行にあたっては項目間の流用を認めるものとする）

■令和５年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計決算書
収 入 金 額　2,374,755円 自　令和５年４月１日
支 出 金 額　1,756,431円 至　令和６年３月31日
次期繰越金　　618,324円

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 1,820,000 1,826,500 6,500 6,500円×281名
雑　収　入 10,000 11 △9,989 利息
繰　越　金 548,244 548,244 0
合　　計 2,378,244 2,374,755 △3,489

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 10,000 0 △10,000
総　会　費 70,000 70,000 0 総会要項等

助　成　費 800,000 662,300 △137,700 全国大会出場助成、看板代、
卒業記念品、講演会費用

慶　弔　費 100,000 82,979 △17,021 支部総会祝金、弔電、生花等
通　信　費 40,000 6,300 △33,700 はがき
旅　　　費 60,000 6,000 △54,000
事　務　費 550,000 366,852 △183,148 事務用品、事務作業手当等
維　持　費 560,000 562,000 2,000 セミナーハウス維持管理費
積　立　金 120,000 0 △120,000
予　備　費 68,244 0 △68,244
合　　計 2,378,244 1,756,431 △621,813

　監査いたしました結果、会計は適正に執行され、上記のとおり
相違ないことを認めます。　　令和６年４月３日　監査　齋藤千代子

　　　　　　　　　　　　　　佐藤　恵子

■令和６年度同窓会事業報告

令和７年度（2025年）　総会のお知らせ
と　き 　令和７年６月21日㈯

13：00～15：30

ところ 　福島グリーンパレス

当番学年 　卒年に５のつく学年

内　容 　総　会・茶話会
藤岡純子さん（Ｓ51年卒）に
よるシャンソン

会　費 　2,000円

　これまで総会の案内につきましては学年幹事
の皆様にご負担をかけておりました。そこで、
今回より案内の方法につきまして下記のように
変更させていただきます。
①　令和７年度総会の当番学年にあたる皆様に
ご案内と会費納入用紙を同封します。
②　払込用紙にて会費を納入していただくこと
で、総会への参加申し込みとさせていただき
ます。
③　申し込み〆切は４月末日とします。なおご
不明な点につきましては事務局宛お問い合わ
せください。

　毎回21,000余名の
会員に会報を発送して
おりますが、現在振り
込んでくださっている
人数は1,500名前後と
なっております。送料
はじめ諸費用値上げの
中、一人でも多くの方
のご協力をお願いいた
します。

同窓会協力金
納入のお願い

1 口1 口
1,000円（以上）の1,000円（以上）の

振り込みを‼振り込みを‼

総総
会会
報報
告告

総総
会会
報報
告告
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松
屋
清
風
庵
の
四
代
目
、
和
菓
子

職
人
の
菅
野
翔
太
郎
さ
ん（
写
真
左
）、

福
島
県
教
育
庁
教
育
総
務
課
長
の
柾

木
渉
さ
ん（
写
真
右
）は
平
成
二
十
年

卒
業
の
同
級
生
。お
二
人
に
、高
校
時

代
の
思
い
出
や
今
の
仕
事
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
お
二
人
の
出
会
い
は
？

柾
木　

二
、三
年
一
緒
だ
っ
た
ん
だ
よ

ね
。
俺
は
野
球
部
で
、
翔
ち
ゃ
ん
は
応

援
団
。
野
球
部
は
で
き
て
三
年
目
で
部

員
も
同
学
年
は
十
人
前
後
だ
っ
た
。

菅
野　
俺
は
、
応
援
団
が
な
く
な
る
話

を
聞
い
て
入
る
こ
と
に
し
た
ん
だ
。
女

子
校
の
応
援
の
ま
ま
で
な
く
野
球
の
応

援
に
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
を
巻
き
込

ん
だ
り
し
た
り
し
て
。
福
女
か
ら
橘
に

な
っ
て
、
学
校
全
体
が
手
探
り
感
も
あ

り
、
過
渡
期
だ
か
ら
楽
し
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
ね
。

柾
木　
過
渡
期
っ
て
意
味
で
は
、
あ
の

頃
は
、
人
数
比
も
、
男
子
の
方
が
少
な

か
っ
た
け
ど
、
個
性
的
な
人
が
結
構
い

て
、
楽
し
か
っ
た
よ
ね
。
女
子
も
元
気

な
人
い
っ
ぱ
い
い
た
し
。

―
今
の
仕
事
に
つ
い
た
の
は
？

柾
木　
高
校
卒
業
の
時
は
教
員
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
大
学
に
入
っ

て
か
ら
ち
ょ
っ
と
考
え
が
変
わ
っ
て
、

教
育
行
政
の
ほ
う
に
行
こ
う
と
思
っ

て
、
大
学
院
に
行
っ
て
、
進
路
選
択
考

え
た
け
ど
、
文
科
省
以
外
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
く
て
。

　
そ
れ
で
入
っ
た
も
の
の
、
福
島
で
な

く
て
い
い
の
か
な
っ
て
思
っ
て
た
。
だ

か
ら
入
省
し
て
五
年
目
に
希
望
し
て
復

興
庁
に
出
向
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の

あ
と
二
年
間
働
い
た
の
ね
。
今
回
の
出

向
も
、
で
き
れ
ば
福
島
行
か
せ
て
く
だ

さ
い
っ
て
。

菅
野　
い
や
あ
、
熱
い
ね
。

柾
木　
当
時
、
こ
の
熱
さ
な
か
っ
た
よ

ね
。（
笑
）

菅
野　
ひ
た
す
ら
野
球
や
っ
て
る
。
な

ん
か
も
う
ま
っ
先
に
グ
ラ
ン
ド
に
い
る

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
今
が
あ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
卒
業
後
の
…
。

柾
木　
そ
う
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
い

ろ
ん
な
場
を
踏
ん
で
考
え
る
こ
と
も
増

え
て
っ
て
こ
と
か
な
。
翔
ち
ゃ
ん
の
選

択
は
？

菅
野　
実
家
を
継
ぐ
か
継
が
な
い
か
っ

て
、
当
時
悩
ん
だ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ん

だ
よ
ね
。

　
俺
、
高
校
を
橘
に
決
め
た
の
は
、
中

三
の
夏
休
み
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
当
時
の
君
島
校
長
先
生
の
話
が
印

象
的
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
大
学
進
学
あ
り

き
で
は
な
く
、「
全
力
で
夢
を
応
援
す

る
か
ら
」
み
た
い
な
ス
タ
ン
ス
の
お
話

だ
っ
た
の
。
俺
は
ず
っ
と
、
必
ず
し
も

大
学
は
単
な
る
通
過
点
で
は
な
い
っ
て

思
っ
て
た
か
ら
、
そ
の
話
に
グ
ッ
と
き

て
、
あ
あ
こ
こ
な
ら
い
ろ
ん
な
選
択
肢

が
用
意
さ
れ
て
る
環
境
だ
な
っ
て
思
っ

て
。
校
舎
も
新
し
い
か
ら
、
な
お
さ
ら

入
り
た
い
気
に
な
っ
て
。

柾
木　
わ
か
る
、
わ
か
る
。

菅
野　
冬
休
み
、
課
外
に
出
ず
に
、
菓

子
ど
こ
ろ
の
多
い
金
沢
に
行
か
せ
て
く

れ
っ
て
い
っ
て
、
行
っ
た
の
よ
。
バ
ス

で
。
そ
の
時
、
お
菓
子
っ
て
奥
が
深
い

デ
ィ
ー
プ
な
世
界
だ
し
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
一
生
か
け
る
価
値
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
て
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
の
。
や
る
か
ら
に
は
、
一

流
と
い
う
か
、
極
め
た
い
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
っ
て
、
専
門
学
校
行
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
お
菓
子
業
界
は
途
中
で
挫
折

し
ち
ゃ
う
人
多
い
ん
だ
け
ど
、
幸
い
人

と
環
境
に
恵
ま
れ
て
。
何
と
か
続
け
ら

れ
た
と
思
う
。

　
勤
め
て
る
の
と
違
っ
て
、
実
家
だ
と

自
分
の
ア
レ
ン
ジ
も
き
か
せ
ら
れ
る

し
、
そ
こ
が

楽
し
い
と
こ

か
な
。
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ

な
と
こ
ろ
も

あ
る
ん
だ
よ

ね
。

―
こ
れ
か
ら
は
？

菅
野　
マ
サ
ワ
タ
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
の
？

柾
木　
何
か
き
れ
い
ご
と
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
地
元
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
も
あ
る
。
復
興
庁
に
希

望
し
た
の
も
、今
回
手
を
挙
げ
た
の
も
。

　
文
科
省
は
教
育
・
文
化
・
科
学
技
術
・

ス
ポ
ー
ツ
関
係
も
所
管
し
て
い
る
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
る
け
ど
、
自
分

は
教
育
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
っ
て
い
っ
て
も
、
幅
が
広
く
て
、

生
涯
学
習
も
そ
う
だ
し
。
学
校
を
出
て

か
ら
も
終
わ

ら
な
い
学
び

を
学
校
教
育

の
な
か
で
や

っ
て
い
く
の

は
大
事
だ
と

思
っ
て
る
。

菅
野　
ど
う
し
て
も
、
目
先
の
こ
と
に

な
り
が
ち
だ
け
ど
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
自
分
も
一
生
勉
強
で
、
お
菓
子
は

正
解
も
な
に
も
な
い
か
ら
。
た
か
が
嗜

好
品
だ
け
れ
ど
、
さ
れ
ど
っ
て
と
こ
が

あ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
人
は
い
つ

も
い
る
ん
で
。
そ
う
い
う
の
を
常
に
探

し
て
る
と
、
自
分
も
生
涯
学
習
や
っ
て

ん
の
か
な
っ
て
。

柾
木　
人
生
百
年
時
代
、
主
要
五
教
科

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
福
島
県
で
も
力
入
れ

て
る
の
が
探
究
学
習
で
、
自
分
で
関
心

あ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
自
分

で
学
び
を
深
め
て
い
く
ん
だ
け
ど
、
そ

れ
が
ま
さ
に
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
素

地
と
し
て
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
か
な
と
思

う
。

菅
野　
な
ん
か
す
ご
い
な
。
ス
ケ
ー
ル

が
大
き
く
て
、
町
の
菓
子
屋
と
は
だ
い

ぶ
違
う
（
笑
）
…
。

柾
木　
職
と
し
て
国
家
公
務
員
は
安
定

し
て
て
い
い
ね
っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
好
き
で
選
ん
で
る

し
、
そ
こ
に
優
劣
は
な
い
な
っ
て
昔
か

ら
ず
っ
と
思
っ
て
て
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分

で
こ
の
仕
事
の
お
も
し
ろ
さ
を
ど
こ
に

見
出
す
か
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。

菅
野　
ぼ
く
は
そ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
み
た

い
も
の
な
い
け
ど
、
福
島
で
福
島
ら
し

い
お
菓
子
を
作
り
た
い
な
っ
て
思
う

し
、
和
菓
子
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を

世
界
に
伝
え
る
活
動
が
で
き
れ
ば
お
も

し
ろ
い
と
思
っ
て
る
。

柾
木　
こ
れ
か
ら
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
と
い
う
面
が
あ
っ
て
。
仕
事
の

面
だ
と
、
地
方
行
政
で
関
わ
っ
た
縁
を

大
事
に
し
な
が
ら
教
育
行
政
の
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
。
一
方
で
、
家
庭
の

こ
と
に
時
間
を
使
っ
て
い
き
た
い
。
だ

か
ら
、
家
庭
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
な

ん
か
も
考
え
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い

っ
て
思
う
。

―
同
窓
会
に
望
む
こ
と
は
？

柾
木　
そ
も
そ
も
同
窓
会
が
な
か
っ
た

ら
卒
業
後
に
縦
の
繋
が
り
っ
て
生
ま
れ

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
大

事
な
つ
な
が
り
だ
な
と
思
う
。
会
報
や

Ｈ
Ｐ
で
同
窓
会
の
活
動
を
知
れ
ば
協
力

し
て
く
れ
る
人
も
出
て
く
る
と
思
う
。

発
信
が
大
事
か
な
。

菅
野　
仕
事
や
家
庭
を
も
ち
な
が
ら
同

窓
会
の
会
議
に
出
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
か
ら
、
曜
日
や
時
間
帯
を
変
え
て

く
こ
と
も
必
要
か
な
と
思
う
。
同
窓
会

っ
て
ひ
と
く
く
り
に
し
て
も
、
世
代
の

範
囲
が
広
い
の
で
、
橘
セ
ミ
ナ
ー
の
よ

う
な
生
涯
学
習
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い

け
ば
横
の
繋
が
り
が
増
え
て
い
く
の
で

は
。
こ
れ
か
ら
は
維
持
し
て
い
く
だ
け

で
な
く
、
縦
か
ら
横
の
枝
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　
お
二
人
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い

た
内
容
を
、
紙
面
の
都
合
上
だ
い
ぶ

割
愛
し
た
部
分
が
あ
り
ま
す
こ
と
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

同

談

級
生
対
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組

氏　

名

1

遠
藤　

航
輝

清
水　

埜
亜

2

橋
爪　

理
人

大
橋　

知
世

3

駒
林　

友
芽

宍
戸　

雅
也

4

東
谷　

咲
実

田
村　

颯
聖

5

渡
邉　

温
大

鈴
木　

璃
音

6

丹
治　

咲
希

村
松　

花
菜

7

岡
﨑　

悠
汰

武
山
英
太
郞

新新 学学 年年 幹幹 事事本年３月母校卒業生 激
励
金
贈
呈
式

激
励
金
贈
呈
式

　
七
月
十
七
日
校
長
室
に
て
全

国
大
会
出
場
者
へ
の
激
励
金
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
努
力

を
重
ね
た
全
国
大
会
出
場
者
へ

藤
田
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が

送
ら
れ
、
激
励
金
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

◆
全
国
大
会
出
場
◆

囲　
碁　
部

囲　
碁　
部

▽
第
48
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
囲
碁
部
門

　
男
子
個
人
戦 

青
山　
聖
蓮

書　
道　
部

書　
道　
部

▽
第
48
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
書
道
部
門 

齋
藤
き
あ
り

文　
芸　
部

文　
芸　
部

▽
第
48
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
文
芸
部
門

　
散
文 

田
村　
美
結

　
詩 

末
永　
　
陸

山　
岳　
部

山　
岳　
部

▽
令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

登
山
大
会

　
第
68
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

団
体
男
子 

半
澤　
潤
也　
菅
野　
利
仁

 

長
谷
川
直
椰　
加
藤　
稜
史

団
体
女
子 

豊
島　
桃
奈　
阿
部　
小
倖

 

吾
妻　
和
咲　
石
川　
和
香

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

▽
令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
男
子
サ
ー
ブ
ル
、
男
子
フ
ル
ー
レ

 

佐
藤　
柊
吾

▽
第
32
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア・オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

カ
ッ
プ 

佐
藤　
柊
吾

ゴ　
ル　
フ

ゴ　
ル　
フ

▽
２
０
２
４
年
度
第
29
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

　
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

　
女
子
15
〜
17
歳
の
部 

板
垣　
結
叶

▽
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ゴ
ル
フ
競
技

　
女
子
（
福
島
県
代
表
） 

板
垣　
結
叶

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

▽
２
０
２
４
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
大
会

 

安
達　
柊
介

剣　
道　
部

剣　
道　
部

▽
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

団
体
女
子 

山
田　
芙
寧　
木
幡　
果
夢

 

中
森　
裕
香　
山
田　
倖
寧

 

鈴
木
佐
和
子　
高
橋
か
い
り

 

菅
野　
菜
月　
　
　
　
　
　

全国大会出場おめでとう

令和６年度 入試合格状況 （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
北海道教育大 1
岩手大 4
東北大（経済） 1
　〃　（教育） 1
　〃　（医学） 2
　〃　（理学） 1
　〃　（工学） 2
宮城教育大 6
秋田大 2
山形大 8
福島大（人間発達） 26
　〃　（行政政策） 7 1
　〃　（経済経営） 17
　〃　（共生システム） 7
　〃　（食農） 3
茨城大 3
宇都宮大 2
埼玉大 10
千葉大 1
東京外国語大 1
東京学芸大 1
横浜国立大 1
上越教育大 1
新潟大 18
三重大 1
合　　　計 127 1

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

岩手県立大 1

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

宮城大 2
秋田県立大 1
山形県立保健医療大 1
会津大 3
福島県立医科大（看護学） 12

〃　　　（保健科学） 8 1
高崎経済大 2
東京都立大 3
神奈川県立保健福祉大 1
横浜市立大 1
新潟県立大 5
長岡造形大 2
都留文科大 2
長野大 1
長野県立大 1
長崎県立大 1
合　　　計 47 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

盛岡大 3
仙台大 4
東北学院大 89
東北工業大 13
東北福祉大 36
東北医科薬科大 1
宮城学院女子大 6
東北文化学園大 3
東北芸術工科大 4
医療創生大 4

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

奥羽大 2
福島学院大 1
国際医療福祉大 18
自治医科大 1
白鷗大 9
獨協大 8
文教大 1
千葉工業大 9
青山学院大 1
亜細亜大 1
大妻女子大 3
国士舘大 1
駒澤大 2
芝浦工業大 3
成蹊大 1
専修大 14
大東文化大 9
玉川大 2
中央大 5
東海大 7
東京経済大 3
東京工科大 4
東京女子大 2
東京電機大 1
東洋大 17 1
日本大 18
法政大 4
武蔵野大 5
明治大 3
明治学院大 5

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

早稲田大 1
神奈川大 11
関東学院大 6
新潟医療福祉大 13
金沢工業大 6
龍谷大 2
その他の大学 44
合　　　計 406 1

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女子短期大 1
仙台青葉学院短期大 1
桜の聖母短期大 4
合　　　計 6 0

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

太田看護専門学校 1
大原看護専門学校 5

仙台医療センター附属
仙台看護助産学校 2

ポラリス保健看護学院 1
その他の学校 3
合　　　計 12 0

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

福島県職員 1
合　　　計 1 0

※表中の数字は、「合格者数」である。
※表中の「過年度卒」欄の合格者数については、既卒生徒で報告のあった人数を示している。

　

国
公
立
大
学
の
合
格
者
は
百
七
十
四
名
で
し
た
。

令
和
四
年
度
に
次
ぐ
過
去
二
番
目
の
数
字
で
あ
り
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
合

選
抜
型
・
学
校
推
薦
型
で
三
十
二
名
、
前
期
・
独
自

日
程
試
験
で
百
二
十
四
名
、
中
期
・
後
期
日
程
試
験

で
十
八
名
の
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。
難
関
大
で
は

東
北
大
学
に
七
名
、
東
京
外
国
語
大
学
に
一
名
、
千

葉
大
学
に
一
名
の
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。
県
内
で

令
和
六
年
三
月
卒
業
生
の

令
和
六
年
三
月
卒
業
生
の

　
大
学
合
格
状
況
と
進
路
状
況

　
大
学
合
格
状
況
と
進
路
状
況

は
福
島
大
学
に
六
十
名
の
合
格
者
を
出
し
、
引
き
続

き
県
内
一
位
の
座
を
守
り
ま
し
た
。
公
立
大
学
へ
は

県
立
医
科
大
学
に
は
看
護
学
部
と
保
健
科
学
部
に

二
十
名
の
合
格
者
を
出
し
、
過
去
最
高
の
数
と
な
り

ま
し
た
。
会
津
大
学
に
は
三
名
の
合
格
者
を
出
し
ま

し
た
。

　

例
年
、
後
期
試
験
直
前
は
高
校
入
試
が
あ
る
た

め
、
小
論
文
指
導
や
面
接
指
導
で
は
同
窓
会
館
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
が
あ
る
こ
と
も
進
路
実
績
の
大
き
な
プ
ラ
ス
要
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の

場
を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
進
路
指
導
主
事　
山
岸　
淳
一
）
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そ
れ
ぞ
れ
の

　
マ
イ
ロ
ー
ド
を
支
え
る

東
雲
　
紀
子
（
平
成
５
年
卒
）

　
私
は
、
ア
ニ
メ

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
・

キ
ャ
ン
デ
ィ
」
に

憧
れ
、
小
さ
な
頃

か
ら
看
護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。
福
女

時
代
は
、
毎
日
友
人
た
ち
と
笑
い
合
い

楽
し
く
過
ご
し
た
思
い
出
ば
か
り
で
、

当
時
の
先
生
方
に
は
少
し
申
し
訳
な
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
福
島
医
大
附
属

病
院
に
就
職
し
て
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
循

環
器
病
棟
勤
務
を
経
験
し
、
心
臓
病
専

東
雲　
紀
子　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
看
護
学
校
卒

福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
在
職
中

北
里
大
学
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
で

慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
資
格
取
得

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員

半
澤　
ト
シ　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
科
卒
業

福
島
古
典
の
会
主
宰　
平
安
文
学
研
究

家
族
の
介
護
三
十
五
年

主
要
論
文　
「
枕
草
子
段
構
成
試
論
」

　
　
　
　
　
（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書「
枕
草
子
」所
収
）

主
要
著
書　
『
伊
勢
物
語
を
楽
し
む
』

マ
イ
ド
リ
ー
ム
・
マ
イ
ロ
ー
ド

マ
イ
ド
リ
ー
ム
・
マ
イ
ロ
ー
ド

――
活
躍
す
る
先
輩
・
後
輩

活
躍
す
る
先
輩
・
後
輩
――

なつかしき恩師
　
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
九
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
福
島
女
子
高
校
最
後
の
四
年
間
と
橘
高
校

新
た
な
船
出
の
五
年
間
、
ま
さ
に
大
変
革
の
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
四
十
三
歳
で
の
着
任
で
し
た
の
で
、
最
も

活
力
の
あ
っ
た
頃
、
溢
れ
る
思
い
出
の
中
で
も
合
唱
部

の
目
覚
し
い
飛
躍
は
今
も
鮮
明
に
蘇
り
ま
す
。

　
前
任
の
安
積
女
子
高
校
の
百
人
を
超
え
る
部
員
と
別

れ
を
告
げ
、
福
女
音
楽
室
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
は

十
七
名
の
部
員
た
ち
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
目
の
輝
き

は
百
名
に
も
匹
敵
す
る
眩
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
女

ら
は
懸
命
に
新
入
生
を
勧
誘
し
、
三
十
名
の
部
員
を
集

め
て
四
十
七
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
翌
年
も

ま
た
三
十
名
、
三
年
目
に
は
何
と
八
十
八
名
の
大
所
帯

が
音
楽
室
狭
し
と
活
動
し
ま
し
た
。
メ
キ
メ
キ
と
力
を

付
け
た
福
女
合
唱
部
は
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大

会
の
檜
舞
台
に
立
ち
、
十
七
年
振
り
四
度
目
の
金
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
そ
の
活
躍
は
橘
高
校
へ
と
名
が
変
わ
っ

て
も
引
き
継
が
れ
、
十
数
年
に
渡
り
全
国
の
合
唱
名
門

校
に
名
を
連
ね
ま
し
た
。

　
音
楽
の
授
業
も
豊
か
な
感
性
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
と

と
も
に
、
本
当
に
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
各

学
期
末
の
音
楽
実
技
試
験
は
「
自
身
の
音
楽
性
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
も
の
」
と
し
、
多
彩
で
自
由
な
演
奏
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
歌
、ピ
ア
ノ
、管
弦
楽
器
、筝
、

和
太
鼓
ま
で
登
場
し
、
担
任
や
学
年
の
先

生
方
も
聴
き
に
来
る
ほ
ど
で
し
た
。
も
っ

た
い
な
い
の
で
音
楽
室
を
飛
び
出
し
、
音

楽
堂
大
ホ
ー
ル
で
の
発
表
会
を
開
き
、
新

校
舎
に
な
っ
て
か
ら
は
図
書
館
前
の
吹

き
抜
け
ス
ペ
ー
ス
で
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
秋
の
昼
休

み
、
響
き
の
良
い
空
間
に
生
徒
た
ち
の
美

し
い
音
楽
が
広
が
り
、
二
階
三
階
の
廊
下

に
は
鈴
な
り
に
な
っ
て
友
の
演
奏
に
聴
き
入
る
生
徒
た

ち
の
姿
、そ
れ
は
音
楽
芸
術
へ
の
意
識
の
高
さ
で
あ
り
、

そ
の
様
子
は
ま
る
で
オ
ペ
ラ
座
の
光
景
の
一
コ
マ
の
様

に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
合
唱
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
平
岩
先
生
、
二
瓶
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方
、
温
か
く

ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
、
同
窓
会
の
皆
様

へ
の
感
謝
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
変
革
の
あ
の
頃
」

菅
　
野
　
正
　
美
　

平
成
11
年
４
月
〜
平
成
20
年
３
月

（
須
賀
川
市
在
住
）

門
の
看
護
師
に
な
り
た
い
と
考
え
、「
慢

性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
」
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
日
々
の

患
者
ケ
ア
の
み
な
ら
ず
、
学
生
へ
の
講

義
や
福
島
県
循
環
器
病
対
策
推
進
委

員
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
し
て
も
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
目
の
前
の
患
者
さ
ん
の
そ
の

時
だ
け
に
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
そ

の
人
の
た
ど
っ
て
き
た
過
去
、
今
、
そ

し
て
未
来
ま
で
の
道
の
り
を
見
通
し
、

「
疾
患
を
抱
え
な
が
ら
も
そ
の
人
ら
し

い
生
活
や
生
き
方
」
を
支
え
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
医
療
は
日
々
進

歩
し
社
会
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
お

り
、
自
分
の
知
識
向
上
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
今
に
な
っ
て
勉

強
す
る
機
会
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
し

ま
し
た
。
一
方
、
私
は
二
十
代
で
長
男

を
、
十
六
年
後
に
長
女
を
出
産
し
ま
し

た
。
母
親
に
な
る
の
は
、
人
生
で
本
当

に
素
晴
ら
し
い
体
験
の
ひ
と
つ
で
す
。

し
か
し
、
働
く
女
性
に
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
問
題
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

子
育
て
だ
け
で
な
く
介
護
を
抱
え
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
将
来
、
こ
れ
ら
の
サ

ポ
ー
ト
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

夢
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の

か
け
が
え
の
な
い
マ
イ
ロ
ー
ド
を
、
看

護
師
の
立
場
で
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い

け
る
か
考
え
な
が
ら
、
今
後
と
も
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩
師
と
多
く
の
友
に

　
　
　
　
支
え
ら
れ
て

半
澤
　
ト
シ
（
昭
和
36
年
卒
）

　
高
校
時
代
に
好

き
な
国
語
の
授
業

に
出
会
っ
た
こ
と

は
、
幸
せ
な
こ
と

で
し
た
。
田
中
収
先
生
の
古
典
文
法
の

授
業
で
し
っ
か
り
基
礎
を
学
び
、
何
げ

な
く
話
す
言
葉
が
整
然
と
し
た
規
則
で

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
覚
え

た
も
の
で
し
た
。
夏
期
講
習
で
岡
崎
一

先
生
の
板
書
を
写
し
、
帰
宅
し
て
眺
め

た
日
本
文
学
史
は
今
も
脳
裏
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。

　
大
学
二
年
に
な
る
時
は
、
迷
わ
ず
日

本
文
学
科
に
進
み
ま
し
た
。
万
葉
の
五

味
知
英
先
生
、
笹
渕
友
一
先
生
の
文
学

概
論
か
ら
多
く
を
学
び
、
卒
論
を
「
枕

草
子
」
に
決
め
る
と
、
大
学
で
は
法
政

大
学
の
松
田
武
夫
先
生
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
各
々
の
先
生
か
ら
貴

重
な
お
話
を
た
く
さ
ん
伺
い
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
帰
福
し
て
教
え
を
頂
け

る
先
生
が
見
つ
か
ら
ず
、
丸
山
キ
ヨ
子

先
生
の
お
誘
い
で
、
月
一
度
ご
自
宅
に

伺
い
、「
源
氏
物
語
」
の
講
読
に
通
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
家
庭
の
主
婦
や

読
書
好
き
な
友
人
た
ち
と
古
典
の
読
書

会
を
始
め
ま
し
た
。「
伊
勢
物
語
」
か

ら
「
枕
草
子
」「
か
げ
ろ
ふ
日
記
」
等

を
読
み
、和
泉
式
部
伝
説
の
旅
、山
形・

宮
城
の
歌
枕
の
旅
等
楽
し
い
思
い
出
を

作
り
ま
し
た
。
日
本
古
典
文
学
に
感
動

し
、
千
年
以
上
前
の
日
本
人
の
心
や
さ

し
さ
に
打
た
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
い
つ
病
気
が
悪
化
す
る
か
わ

か
ら
な
い
夫
の
体
調
に
気
遣
い
な
が
ら

父
母
の
介
護
を
し
、
途
方
に
く
れ
て
い

た
時
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た
友
、
食
事

に
誘
い
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
友
。
突

然
大
寺
敬
二
先
生
か
ら
激
励
の
手
紙
を

い
た
だ
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。恩
師
や
多
く
の
友
人
に
感
謝
で
す
。
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郡
山
支
部

　「
福
桜
会
の
つ
ど
い
」
報
告

佐
藤
　
久
子
（
昭
33
年
卒
）

　
令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
㈯
、
ホ
テ

ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
「
舟
津
」
に
於
い
て
、

同
窓
会
郡
山
支
部「
福
桜
会
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
五
類
に

な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
講
演
会
を

開
催
。
本
年
は
、
品
川
萬
里
郡
山
市
長

を
お
招
き
し
て
、〝
郡
山
市
制
一
〇
〇

年・そ
し
て「
そ
れ
か
ら
」〟と
題
し
て
、

人
口
の
推
移
か
ら
考
え
る
郡
山
の
「
そ

れ
か
ら
」
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

◦
若
い
世
代
に
負
担
を
か
け
な
い
市
政

◦
外
国
籍
の
方
々
を
大
事
に
育
む
市
政

◦
市
政
の
効
率
化
、
市
民
参
加
に
ス
マ

ホ
を
！

　
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
盛

会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

須
賀
川
支
部

　
須
賀
川
牡
丹
会
の
活
動

加
藤（
村
上
）良
子（
昭
33
年
卒
）

　
令
和
六
年
七
月
七
日
、
藤
田
美
智
子

会
長
と
桂
聡
子
副
会
長
を
お
招
き
し
、

支
部
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
催
し
物
と
し
て
、
会
員
の
藤
枝
敏
子

さ
ん
が
詩
吟
を
演
じ
、
関
根
悦
子
さ
ん

が
「
楽
し
く
手
話
を
」
の
題
で
手
話
の

手
ほ
ど
き
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
わ

が
須
賀
川
」
を
皆
で
歌
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
中
に
は
特
技
や
趣
味
な
ど
卓

越
し
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
人
が
何
人

も
い
ま
す
。そ
れ
を
披
露
し
て
も
ら
い
、

教
養
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
行
事
の
「
も
み
じ
を
見
る
会
」

は
昨
年
同
様
、
翠
ヶ
丘
公
園
の
愛
宕
山

温
泉
で
行
い
ま
し
た
。
前
回
に
続
き
関

根
悦
子
さ
ん
に
よ
る
手
話
の
学
習
を
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
近
況
の
話
も
盛
り

上
が
り
、次
の
集
ま
り
が
楽
し
み
で
す
。

東
京
た
ち
ば
な
会

　
東
京
支
部
総
会
開
催

川
村（
塩
川
）か
お
る（
昭
51
年
卒
）

　
令
和
六
年
九
月
二
十
九
日
、
学
士
会

館
に
て
東
京
た
ち
ば
な
会
総
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
明
け
の
今
回
は

本
部
の
同
窓
会
会
長
の
藤
田
美
智
子
様

と
副
会
長
の
桂
聡
子
様
が
来
賓
と
し
て

お
い
で
く
だ
さ
り
、
大
変
喜
ば
し
く
華

や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
の
懇
親
会
は
、
歌
手
の
藤

岡
純
子
様
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
幕
を
明

け
、
皆
で
聞
き
惚
れ
て
う
っ
と
り
し
、

続
く
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
東
條
茂
子
様
の

演
奏
に
、
皆
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
東
京

都
教
育
庁
の
後
藤
典
子
様
の
お
話
の
あ

と
、
美
味
し
い
お
食
事
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
皆
と
楽
し
く
お
話
し
て
い
る
う

ち
に
、
も
う
お
開
き
の
時
間
。
大
変
別

れ
難
く
、
次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
散

会
し
ま
し
た
。

福桜会のつどい

須賀川牡丹会

東京たちばな会総会

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
客　
員
〉

神
野　
忠
和　
先
生 

令
６・５・６

佐
久
間
善
克　
先
生 

令
２・３　

佐
藤　
善
紘　
先
生 

令
６・２・24

半
澤　
保
壽　
先
生 

令
６・12・18

小
林　
喜
助　
先
生 

令
７・１・13

　
〈
会　
員
〉

昭
７
卒 

福
田　
ち
よ（
小
野
） 

平
29・12・14

昭
11
卒 

田
村　
芳
子 

令
６・３・15

昭
12
卒 

尾
形　
イ
チ（
佐
々
木
） 

令
５・９・22

昭
12
卒 

菊
池　
よ
ね（
八
巻
） 

令
６・４・５

昭
13
卒 

渡
辺　
正
子（
岡
崎
） 

平
28・10・29

昭
15
卒 

三
瓶　
シ
ゲ 

平
30・３・12

昭
15
卒 

滝
田　
敏
子（
猪
野
） 

令
元・12・10

昭
15
卒 

蒲
倉　
芳
子 

令
５・12・10

昭
16
卒 

柴
田　
勝
江 

平
21　
　
　

昭
16
卒 

菅
野　
敏
子（
鈴
木
） 

令
６・５・21

昭
16
卒 

永
倉　
昌
子（
山
田
） 

令
３・７・１

昭
16
卒 

佐
々
木
照
子（
金
子
） 

令
６・２・８

昭
17
卒 

南　
　
浩
子（
岡
崎
） 

令
５・11・22

昭
17
卒 

金
子　
ツ
ヤ（
松
原
）

昭
17
卒 

金
原　
正
子（
江
辺
） 

令
５・５・１

昭
17
卒 

添
田　
俊
子（
小
野
） 

平
25・11・23

昭
17
卒 

羽
田　
博
子（
佐
々
木
） 

令
５・４　

昭
17
卒 

高
橋　
ヒ
サ

昭
18
卒 

高
橋　
ツ
ヤ（
菅
野
） 

令
３　
　
　

昭
18
卒 

斎
藤　
幸
子（
佐
藤
） 

令
６・２・24

昭
18
卒 

本
多　
重
子（
藪
内
） 

令
５・５・10

昭
18
卒 

金
澤　
艶
子（
佐
藤
） 

令
６・２・２

昭
18
卒 

小
浜
ト
シ
子（
菅
野
） 

令
５・７・27

昭
18
卒 

和
田
セ
キ
子（
深
沢
） 

令
５・５・26

昭
18
卒 

金
子　
ツ
ヤ（
松
原
）

昭
19
卒 

佐
藤　
恒
子（
木
下
） 

令
６・９・２

昭
19
卒 

大
室
美
智
子（
佐
藤
） 

令
６・８・10

昭
19
卒 

伊
東
千
代
子（
丹
治
） 

平
31・１・７

昭
19
卒 

沼
崎
キ
ヌ
子（
佐
藤
） 

令
５・９・30

昭
20
卒 

島
貫
喜
美
子（
河
野
） 

令
４・11・25

昭
20
卒 

中
村　
智
子（
佐
藤
） 

令
６・２・３

昭
20
卒 

砂
子
田
ス
ミ
子（
松
浦
） 

令
５・11・14

昭
21
卒 

渡
辺　
た
か（
奥
山
） 

令
５・３・15

昭
21
卒 

全
田　
和
子（
齋
藤
） 

令
６・４・23

昭
21
卒 

加
藤　
逸
子（
末
永
） 

令
５・10・９

昭
21
卒 

原　
　
信
子（
森
） 

令
６・３・12

昭
21
卒 

古
屋　
匡
子（
片
平
） 

令
４・９・24

昭
22
卒 

佐
藤
と
も
子（
安
部
） 

令
５・６・21

昭
22
卒 

船
山
千
代
子（
加
藤
） 

令
４・11・14

昭
22
卒 

中
島　
規
子（
松
井
） 

令
５・６　

昭
22
卒 

生
江　
安
子（
小
柳
） 

令
５・11・16

昭
22
卒 

野
地　
ス
ミ（
加
藤
） 

令
５・11・26

昭
22
卒 

阿
部　
和
子（
高
橋
） 

令
４・11・12

昭
23
卒 

川
上
美
知
子（
石
川
） 

令
５・９・４

昭
23
卒 

田
中　
良
子（
大
塚
） 

令
６・３・10

昭
23
卒 

井
口　
和
子（
高
萩
） 

令
４・10・11

昭
23
卒 

岡
崎　
浩
子（
関
） 

令
５・６・21

昭
23
卒 

林
谷
美
知
子 

令
２・４・２

昭
23
卒 

佐
々
木
美
奈
子（
佐
藤
） 

令
２・10・21

昭
24
卒 

阿
部
真
紗
子（
阿
部
） 

令
６・５・４

昭
24
卒 

今
井　
健
子（
伊
藤
） 

令
６・１・９

昭
24
卒 

高
橋　
イ
キ（
大
槻
） 

令
４・３・25

昭
24
卒 

小
野　
益
枝（
菅
野
） 

令
２・11・10

昭
24
卒 

村
上　
淑
子（
齋
須
） 

令
５・10　

昭
24
卒 

大
友　
雪
子（
鈴
木
） 

令
５・５・17

昭
24
卒 

樽
井　
良
子（
鈴
木
） 

令
５・６・８

昭
24
卒 

片
平　
信
子（
小
林
） 

令
５・11・13

昭
24
卒 

大
髙
喜
久
子（
柳
沼
） 

令
４・６・16

昭
24
卒 

穂
積
美
佐
子（
伊
藤
） 

令
５・４　

昭
25
卒 

安
藤　
芳
巳（
西
坂
） 

令
５・11・22

昭
25
卒 

前
野　
厚
子（
前
野
） 

令
５・１・20

昭
26
卒 

紺
野　
孝
子 

令
４・４・16

昭
26
卒 
高
橋
智
恵
子（
宍
戸
） 

令
６・３・４

昭
26
卒 
阿
部　
祐
子（
矢
吹
） 

令
６・２・19

敬
　
　
　
弔

昭
26
卒 

鶴
居　
芳
子（
鶴
居
） 

令
６・12・７

昭
26
卒 

山
崎　
京
子（
本
多
） 

令
７・１・５

昭
27
卒 

村
上　
和
子（
阿
部
） 

令
４・６・21

昭
27
卒 

阿
部
マ
モ
ル（
紺
野
） 

令
６・２・22

昭
27
卒 

渡
辺　
直
子（
堺
） 

令
５・４・７

昭
28
卒 

木
村
八
重
子（
板
垣
） 

令
６・９　

昭
28
卒 

菅
谷　
孝
子（
小
口
）

昭
28
卒 

福
嶋　
文
子（
後
藤
） 

令
６・９　

昭
28
卒 

長
沢　
寛
子（
高
橋
）

昭
28
卒 

境　
　
イ
ト（
樋
口
） 

令
５・８　

昭
28
卒 

吉
田　
寛
子（
星
野
） 

令
６・６・23

昭
28
卒 

田
村　
和
子（
森
田
） 

令
５・６・30

昭
29
卒 

真
鍋
美
恵
子（
菅
野
） 

令
５・11・29

昭
29
卒 

津
川　
栄
子（
福
田
） 

令
５・７・28

昭
29
卒 

室
井
美
江
子（
松
原
） 

令
５・11・４

昭
29
卒 

小
塚　
恭
子（
河
上
）

昭
29
卒 

渡
辺　
久
子（
菅
野
） 

令
４・９・18

昭
29
卒 

佐
藤
冨
美
子（
加
藤
） 

令
５・７・30

昭
29
卒 

工
藤　
富
美（
戸
田
） 

令
５・７・31

昭
29
卒 

佐
々
木
信
子（
紺
野
） 

令
５・４・26

昭
29
卒 

松
野
セ
ツ
子（
佐
藤
） 

令
５・１・27

昭
29
卒 

関
根
千
恵
子（
渡
辺
） 

令
４・11・１

昭
29
卒 

片
平　
宰
子（
八
巻
） 

令
６・１・29

昭
29
卒 

安
斎　
節
子（
安
斎
） 

令
５・12・19

昭
30
卒 

佐
藤　
久
子（
大
内
） 

令
５・３・26

昭
30
卒 

高
橋　
恭
子（
高
橋
） 

令
５　
　
　

昭
30
卒 

阿
部　
英
子（
渡
辺
） 

令
３・４・30

昭
30
卒 

伊
藤
美
津
子（
渡
辺
） 

令
６・２・８

昭
31
卒 

坂
崎　
敏
子（
二
階
堂
） 

令
４・12・23

昭
31
卒 

池
田　
恵
子（
大
隅
） 

令
５・７・14

昭
31
卒 

中
川　
洋
子（
村
上
） 

令
３・９・28

昭
32
卒 

古
山　
昭
子（
佐
藤
） 

令
６・２・５

昭
32
卒 

佐
藤　
ヨ
シ（
竹
内
） 

令
５・３・29

昭
32
卒 

菅
崎　
悦
子（
板
橋
） 

令
５・４・18

昭
32
卒 

佐
藤　
セ
ツ（
佐
藤
） 

令
６・12・６

昭
32
卒 

早
川　
　
光（
堀
江
） 

令
６・８・25

昭
33
卒 

色
摩　
璵
子 

令
５・１・２

昭
33
卒 

佐
藤
美
知
子（
高
橋
） 

令
５・９・10

昭
33
卒 

飯
塚　
郷
子（
根
津
） 

令
５・９・９

昭
33
卒 

足
立　
勝
子（
鈴
木
） 

令
５・１・25

昭
34
卒 

石
渡　
恕
子（
大
宮
） 

令
５・６・１

昭
34
卒 

鈴
木
チ
イ
子（
佐
藤
） 

令
５・10・12

昭
34
卒 

永
井　
紀
子（
伊
藤
） 

令
５・７・23

昭
34
卒 

中
村　
マ
サ（
小
野
） 

令
５・６・６

昭
35
卒 

石
田　
陽
子（
安
藤
） 

令
５・７・14

昭
35
卒 

佐
藤　
都
子（
浅
見
） 

令
６・１・24

昭
35
卒 

広
田　
靚
子（
吉
岡
） 

令
６・６・11

昭
35
卒 

阿
部
喜
恵
子（
紺
野
） 

令
５・８・29

昭
35
卒 

三
河　
令
子（
三
河
） 

令
５・４・12

昭
35
卒 

武
田　
克
子（
武
田
） 

令
６・４・14

昭
36
卒 

斎
藤　
康
子（
安
達
） 

令
６・４・３

昭
36
卒 

阿
部　
淑
子（
渡
辺
） 

令
５・10　

昭
36
卒 

小
林　
典
子（
斎
藤
） 

令
５・８・２

昭
37
卒 

戸
張　
弘
子（
斎
藤
） 

令
５・10・23

昭
37
卒 

玉
手　
理
子（
梅
宮
） 

令
５・４　

昭
38
卒 

上
野
ト
モ
子（
斉
藤
） 

令
５・６・８

昭
38
卒 

佐
野　
正
子（
佐
野
） 

令
５・６・28

昭
38
卒 

鶴
堀　
　
操（
鈴
木
） 

令
６・11・24

昭
39
卒 

伊
丹　
和
子（
秋
葉
） 

令
５・７・27

昭
40
卒 

横
田　
洋
子（
室
井
） 

令
６・10・５

昭
41
卒 

高
島　
恵
子（
渡
辺
） 

令
３・８・14

昭
41
卒 

塩
田　
素
子（
大
村
） 

令
５・８　

昭
42
卒 

小
野　
恵
子 

令
５・３・31

昭
42
卒 

鈴
木　
和
子（
鈴
木
） 

令
５・１・３

昭
42
卒 

中
溝　
英
子（
丸
） 

平
16・11・２

昭
43
卒 

渡
辺　
民
子（
菊
田
） 

令
６・７・８

昭
44
卒 

佐
藤　
洋
子（
宍
戸
） 

令
４・３・24

昭
45
卒 

柳
沼　
敬
子（
穴
沢
） 

令
６・１・21

昭
46
卒 

高
橋
真
利
恵（
阿
部
） 

令
４・４　

昭
46
卒 

遠
藤　
保
子 

令
３・５・６

昭
48
卒 

戸
井
田
時
子（
安
藤
） 

令
６・１・14

昭
48
卒 

德
江
き
み
枝 

令
５・３・19

昭
49
卒 

粟
野　
裕
子（
佐
藤
） 

令
４・11・12

昭
50
卒 

棚
網　
陽
子（
渡
邊
） 

令
５　
　
　

昭
52
卒 

熱
海　
和
枝（
後
藤
） 

平
25・７・27

昭
63
卒 

小
林
美
代
子 

令
３・５　

平
元
卒 

川
久
保　
薫（
梅
宮
） 

令
４・３・22

平
10
卒 

鈴
木　
敦
子 

令
５・２・19

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り
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若
さ
甦
る
学
年
会

八
島（
芳
賀
）美
恵
子
（
昭
和
34
年
卒
）

十
年
振
り
に

村
越（
打
地
）良
子
（
昭
和
44
年
卒
）

懐
か
し
い
時
間

髙
橋
　
優
子
（
平
成
４
年
卒
）

　

昭
和
三
十
四
年
三
月
に
卒
業
し
て
、

い
つ
の
間
に
か
六
十
五
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。

　

在
学
中
の
三
年
間
は
、「
講
座
選
択

制
」
や
「
超
学
年
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
制
」

が
導
入
さ
れ
て
い
て
独
特
な
時
代
で
し

た
。

　
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
級

会
と
い
う
よ
り
も
学
年
会
の
方
が
し
っ

く
り
く
る
よ
う
で
、学
年
会
の
名
称
は
、

卒
業
年
に
因
ん
で
「
花
た
ち
ば
な
三
・

四
会
」
と
、
楽
し
く
親
睦
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
第
一
回
は
、
高
校
卒
業
二
十
年
後
の

昭
和
五
十
四
年
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
後

は
毎
年
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
ま

で
十
一
回
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
の
開
催
の
時
は
、

八
十
名
を
超
え
る
会
員
が
集
い
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
有
志
の
方
の
舞
踊
や

歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
後
は
、
待
ち
に

待
っ
た
懇
親
会
に
花
が
咲
き
、
時
の
た

つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し

た
。
心
は
、
花
た
ち
ば
な
の
乙
女
の
ま

ま
で
し
た
。

　
十
年
に
一
度
の
同
窓
会
。
幹
事
会
の

連
絡
が
来
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時

の
流
れ
に
少
し
驚
き
、
そ
し
て
ま
た
級

友
に
会
え
る
喜
び
に
ド
キ
ド
キ
し
ま

す
。
十
年
前
の
同
窓
会
は
、
高
校
卒
業

後
、
初
め
て
の
参
加
で
し
た
。
幹
事
と

し
て
の
初
め
て
の
仕
事
に
戸
惑
い
な
が

ら
、
先
輩
方
の
サ
ポ
ー
ト
で
な
ん
と

か
同
窓
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
今
回
が
二
回
目
の
同
窓
会

参
加
。
準
備
の
た
め
に
幹
事
の
皆
さ
ん

と
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
当

学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

　
コ
ロ
ナ
禍
が
一
応
去
っ
た
今
年
の
同

窓
会
。
私
た
ち
は
七
十
代
。
今
回
の
出

席
者
は
三
十
三
名
。
懐
か
し
い
友
人
た

ち
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。
十
年
後
に
、
ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
ね
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。

あ
と
が
き

　
こ
の
会
報
で
、
先
輩
後
輩
の

活
躍
や
様
子
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
窓
会
活
動
に

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成４年卒

時
の
話
に
会
話
が
弾
み
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
日

は
、
前
回
会
え
な
か
っ
た
同
級
生
に
会

う
こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
古
川
洋
子
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
十

年
後
は
私
た
ち
も
還
暦
を
迎
え
る
歳
と

な
り
ま
す
。
今
年
は
残
念
な
が
ら
参
加

で
き
な
か
っ
た
恩
師
の
先
生
方
を
始

め
、
多
く
の
級
友
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

昭和44年卒

昭和34年卒

　住所等に変更のあった方は事務局へお知らせください。
正確を期すため必ず書面で下記のいずれかでお願いします。
　　　⃝協力金振込用紙通信欄
　　　⃝ホームページ お問い合わせフォーム
　　　⃝ファックス　　　⃝ハガキ

同窓会事務局
〒960-8011　福島市宮下町７番41号

電話番号　０２４−５７２−５８０５（水曜日のみ対応）
FAX番号　０２４−５７２−５８０６

支
部
名

支　
部　
長

卒
年

東

京

た
ち
ば
な
会

赤
田
（
石
川
）
路
子

昭
56

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

五
十
嵐
（
岩
崎
）
英
子

昭
44

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須
賀
川
牡
丹
会

加
藤
（
村
上
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

（
事
務
局
）

大　

内　
　
　

都

昭
44

本
宮
支
部

た
ち
ば
な
会

根
本
（
鴫
原
）
ま
き

昭
50

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

（
事
務
局
）

氏
家
（
宍
戸
）
チ
イ
子

昭
39

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

吉
成
（
橘
）
宣
子

昭
59

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

國
分
（
木
村
）
恵
美

昭
59

（
事
務
局
）

永

島

晶

子

平
９

お
　
慶
　
び

昭
和
49
年
卒 

大
塚　
真
理　
様

　

 

改
組
新
第
11
回
日
展
第
５
科
書
入
選

支
部
一
覧

平
成
27
年
卒
10
期
同
窓
会
よ
り

 

２
２
、３
０
０
円

昭
和
54
年
卒 

目
黒　
雅
子　
様

　
著
書
『
会
津
の
わ
ら
べ
う
た
』

平
成
20
年
卒 

原
田
く
る
み　
様

　
絵
本
『
一
〇
〇
年
の
あ
ん
ぽ
柿
』

寄
付
金・寄
贈
書
紹
介

昭和53年卒いつみ会　令和６年11月２日
飯坂温泉摺上亭大鳥　恩師３名、同窓生49名参加

福女バスケ部顧問　今泉慶子先生の傘寿を祝う会
令和７年１月３日　TORATTORIA BACCANO　20名参加

な
つ
か
し
の

な
つ
か
し
の

　　

あ
の
顔
こ
の
顔

あ
の
顔
こ
の
顔

な
つ
か
し
の

　

あ
の
顔
こ
の
顔

　
会
報
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
頂
け
ま
す
。

異動手続きのお願い


